
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

医療福祉の地域創造会議 事務局 
（滋賀県庁 医療福祉推進課内) 

Tel       077-528-3529 

e-mail  info@chiikisouzoukaigi-ｓhiga.jp 

 

【次回ワーキンググループ会議】 

○日時：令和５年９月２8 日（木）18:30～20:00 

○場所：滋賀県庁新館７階大会議室（Ｗｅｂ可） 

○テーマ：「外国人介護人材～滋賀県の外国人介護人材～」 

○話題提供者：一般社団法人滋賀県介護老人保健施設協会 

       滋賀県国際介護・福祉人材センター 東 宗樹さん 

（外国人介護人材）PIDUT CHERRY ANN REBUTA さん 

胡 又菱（コ ヨウリン） さん 

令和５年度 医療福祉・在宅看取りの地域創造会議 総会・研修会 
令和５年 8 月 2６（土）  

 次第 
【総会】 

令和４年度事業報告・決算報告／令和５年度事業計画(案)・収支予算(案) 
【研修会】 

取組報告 
「ほんならＤＯで、ほっと安心地域づくり」 

  報告者：あいとうふくしモール 副会長  太田 清蔵 氏 
グループワーク 

「みんなで孤立をなくせ！  
超高齢社会体験ゲーム『コミュニティコーピング』」 

  ファシリテーター： 
コミュニティコーピング認定ファシリテーター／関西支部長  

中土 翔太 氏 ほか 

設立以来、自らできることを考え、実際の行動につなげら

れる仲間が増えてきていることを大変心強く思っている。 

越智代表幹事 

私見だが、現状では福祉は若い健常者が

提供しているが、複数の高齢者で一人の高

齢者を助けるという発想も必要ではないだ

ろうか。 

今日の研修会が、出席された皆様の更な

る研鑽の場となることを祈念する。 

名称を変更し、「どう生きるか」に重点

を置いて、様々な困りごとを抱えたあらゆ

る世代の方々のことを皆で支える地域創造

会議にしていくと伺っている。 

例えば、公共交通機関が健康や暮らしに

どのような影響を与えるかということも、 三日月滋賀県知事 

地域創造会議の重要なテーマになるのではないか。 

本日の総会・研修会が、顔の見える関係をさらに強力に

していただける機会になればと思う。 

厚生労働省等から参加いただいた、滋賀県に縁のある皆様 

・櫻井 公彦さん（厚生労働省医政局看護課看護職員確保対策官） 

・田中 義高さん（こども家庭庁長官官房参事官（支援金制度等担当）） 

・西川 宜宏さん（厚生労働省医政局特定医薬品開発支援・医療情報担当参事官室） 

・免田 圭介さん（厚生労働省年金局数理課） 

ほんなら堂（Ｄｏ)とは？ 

助けが必要な人に対して、「ほんなら、こんなことができるけど、どう？」

といった水平の関係で助け合える仕組みを目指している 

暮らしや地域の困りごとを解決！ 

制度の紹介 
関係機関へつなぐ 

生業として解決で
きる仕組みづくり 

モール内の事業や
サービスで対応 

居場所の開設 
（ほんなら屋） 

ほんならサポーター
の養成と登録 

体験・ 
中間的就労の場 

農業実習 

・専門職でなくても地域の一人の住民としてできること
はたくさんあると気付いた。 
・それぞれの立場で、良い意味でお節介に努めれば、街
はもっと素敵になると思った。 
・わかりやすく地域の資源や問題に関して取り上げられ
ており、専門職だけでなく一般住民さんに向けても有用
であると感じた。 
・中土さんがおっしゃっていた「困っていない人にどれ
だけ顔と名前を知ってもらうかが大切」という言葉は、
まさにその通りだと感じた。 
 

太田 清蔵さん 

安定した運営を継続することで、暮らし

のサポートが可能になると考えている。 

また、運営を継続するためには多くの方

からの支援が必要であり、そのためには、

ほんなら堂の活動が信頼されること、必要

であると思っていただけることが大切。 

誰かのためだけではなく、地域や自分自

身のためになるものとして認識され、多く

の方にサポーターとして参画していただく

ことが重要で、そのためには成功体験を 

取組報告 

共有する取り組みを行うことが必要だと考えている。 

中土 翔太さん 

社会的孤立にある状態を、地域の住民が気付き、そ

の人に向き合って課題を明らかにし、課題解決につな

いでいこうというのがこのゲームの主旨で、コンセプ

トは「地域のみんながプレイヤー」。 

福祉の専門職でなくても悩みを聴いたり、窓口に連

れて行くことができることを知れば、地域の住民一人

ひとりが支え合うことでプレイヤーになれるという

ことを、ゲームを通してシミュレーションする。 

そのためには誰が何を得意とするのか、お互いを理

解することが大切だと考えている。 

 

グループワーク 

懇親会はなぎさのテラスの［Hashing DAINER］で。 
琵琶湖の夕陽を眺めながらバーベキューを楽しみました！ 

～暮らしや地域の困りごとをあいとうふくしモールに相談～ 

 


